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第3回中生代魚類国際会議への参加報告

後藤仁敏:’

1 。中生代魚類国際会議とは

2001年8月25日から9月1日まで，スイス南部のサ

ンジヨルジオ(SanGiorgio)山のセルピアーノで開催

された第3回中生代魚類国際会議に参加した

まず，中生代魚類国際会議について，解説しておこ

う．中生代という時代は，魚類の進化において，板鯏

類でも条鰭類でもきわめて重要な時代である．すなわ

ち,古生代型の古い魚類がまだ生き残っている一方で，

現代型魚類につながる新しい魚類も出現している， と

いう時代である．

そのような中生代魚類に関する国際シンポジウムが

最初に開催されたのは, 1993年8月9日から12日まで

の4日間，南ドイツのアイヒシユテツト (Eichstitt)

のジュラ博物館であった始祖鳥の発見されたゾルン

ホーフェン石版石石灰岩の分布する地域であった．主

催したのは，当時カンサス大学（現在はフンボルト大

学）のG.Arratia氏とジコ.ラ博物館のG・Violll氏であっ

た．

私はその会議に出席し， 日本産の中生代板鯏類化石

について講演(Goto"", 1996) し，会議の模様につ

いても報告（後藤, 1997) している． また，会談の内

容は, 'IMesozoicFishes:SystematicsandPaleoecology'!

(ArratiaandViohleds.,1996) として出版されている．

第2回目の中生代魚類国際会議は, 1997年7月6日

から10日まで， ドイツのベルリンの東45kmのブクノ

IJ' (Bucknow)で開催された．残念ながら私は， 日程

と資金の都合がつかず,参加することはできなかった．

その結果は, 'IMesozoicFishes2:Systematicsan(IFossil

RecoIKl" (ArratiaandSchultzeeds,1999) として出版さ

れている

後藤は，第3回目の会議が開かれることを知り，今

回はちょうど修士論文で日本の三畳紀の板鯉類化石を

研究していた，当時，横浜国立大学大学院教育学研究

科修士課程2年生であった山岸悠氏（現在は，東京大

学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻博士課程）を

さそって，この会議に参加したのであった．

2．第3回中生代魚類国際会議での発表

25日にロンドンからミラノ ・マルペンサ空港に着

き，そこから車で北へ約1時間， イタリアとスイスの

国境を越えて10分もたたないところに，サンジョルジ

オ山にセルピアーノホテルがあった．

ホテルに着いて， まず驚いたのは，ホテルのテラス

から見た景色の美しさであった． このホテルは標高

1700mのサンジヨルジオ山の山頂近くに立っており，

眼下にルガノ (Lugano)湖（イタリアではCeresio湖）

を見下ろす素晴しい眺めの場所にあるのだ．

26日の夕方，登録をした．会場は，ホテルからすこ

し坂を登った小さな教会のような建物であった．そこ

に行き，名札と講演要旨集(Tintori,2001) を入れた

布の袋をもらう．布の袋には，三畳紀後期のピクノド

ゥス類励""伽d"s"de"sの化石の骨格がプリントされ

ていた．

夕方になると， ようやく多くの参加者が集まってき

た． もう一人の日本人参加者である北九州市立自然史

博物館の簸本美孝氏も到着する．第1回目は日本人が

私一人で寂しい思いをしたのだったが，今回は3人で

心強い

27日朝，いよいよ会議が始まる日を迎えた．第3回

中生代魚類国際会議(IH InternationalMeetingon

MesozoIcFishes;Systematics,Paleoenvil･onmentsand

Biodiversily)はまず，主催者のミラノ大学のAndrea

Tintori氏から歓迎の挨拶があり，続いて板鯏類の部か

ら誰演がはじまった．表lにこの会談のプログラムを

掲げる．

はじめに, JohnMaisey氏による板鰡類についての

最新の研究の総論的な講演があった．歯だけでなく，

頭蓋の軟骨や内耳の膜迷路の構造の立体的な研究から

系統に迫ろうというものだった．

つぎに, C.J.Underwood氏によるイギリスのジュラ

紀中期のサメ類の古生態と環境についての講演, J

Kriwet氏によるノコギリエイ類のスクレロリンクス科

の系統に関する講演,G.Gonzalez-Barba氏によるメキ

シコのバハカルフォルニア半島の白亜紀後期の板鰡類
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表1第3回中生代魚類国際会議（2001年8月27日～31日）のプログラム
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山岸氏の田穂石灰岩産の三畳紀前期の板鯉類の歯と

皮小歯に関する研究のポスターは，多くの研究者の注

目を集めた．三畳紀前期の外洋性のサメの資料は，新

鮫類の起源を解明する手がかりになる貴重な標本なの

である．そして, JMaisey氏,ALeider氏, D.Delsate

氏,DavidWard氏らから，多くの質問とコメントをも

らうことができた．

もともと山岸氏は,自分の同定に疑問をもっていた．

すなわち，田穂産の歯化石が中生代のサメの代表であ

るH)'60dz'sではなく，新鮫類(Neoselachial1)の

Sy"2cj20"sではないか， と疑っていたのだ． ロンドン

自然史博物館での標本観察の目的もそこにあった（後

藤・山岸， 2002)．

コーヒーブレイクの後，正式な開会式があり， この

会議の開催にあたって尽力された関係者の方々の挨拶

があった

昼食後, BarbaraStahl氏のギンザメ類についての講

演があった．彼女は自分が都合で出席できないので，

夫のDavidStahl氏が代わりに参加して，ビデオで発表

した．第1回の会議には夫婦で参加され，歯科医の

相についての講演があり，その次が後藤のラブカ類の

歯化石と進化についての講演となった．

後藤は， 日本産の白亜紀と中新世のラブカ属の歯化

石について報告し，白亜紀まではかなI）大型の種が浅

海に生息していたのが． 中新世以降，小型化して，深

海に移行したと述べた．

質問として，世界を代表する魚類学者でi'Fishesof

theWol･ldi!の著者JosephNelson氏が「ラブカの歯の機

能は何か」と聞いた．その場では「白亜紀のラブカは

アンモナイトなどの有殼軟体動物を食べていたが，現

生のラブカはおもにイカを食べている」としか答えら

れなかった．それで，後で，個人的に白亜紀のラブカ

の歯と現生のラブカの歯の大きさ・形態と食性との関

係についての私の見解を説明した．おそらく，彼は歯

の化石だけでは魚類の生態や系統は充分には理解でき

ないのではないか.ということが言いたかったようだ．

その後， コーヒーブレイクとなり，急いで山岸氏の

ポスターを張った．籔本氏も上野輝彌氏との共同研究

｢山口県美祢層群産の三畳紀魚類化石」についてポス

ターで発表された
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と随のはなし．なんの歯この歯』の手製の英訳版を

贈り，丁寧な礼状をいただいた．

David氏は自分の専門とは離れているのに，妻の学会

につきあって，他の人びとの講演も熱心に聞いておら

れたのに，驚かされた．

つぎに,ME.Squarez氏によるチリの白亜紀後期の

板鯛類と全頭類の化石についての講演で，軟骨魚類の

発表は終わった．

続いて，硬骨魚類の肉鰭類の部が始まった．はじめ

に, Hans-PeterSchultze氏の肉鰭類についての総論的

な講演があり, H.Furrer氏によるサンジョルジオ山の

メリデ石灰岩層（三畳紀中期）産の魚類化石のタフォ

ノミーと古生態に関する講演があった．

4．ラブカの歯化石についての討論

28日も，朝8時20分から講演が始まった. Cristina

Lombardo氏によるこの地域の三畳紀中～後期の地層

から産出する原始条鰭類のべルトプレウルス類の講

演,RMutter氏による三畳紀の原始条鰭類・ペルレイ

ドウス類の系統に関する講演, A.Lopez-Arbarello氏に

よる南米の三畳紀のペルレイドウス類の講演に続い

て，主催者のTintori氏の原始条鰭類に関する総括的な

誰演があった．

コーヒーブレイクの後，新鰭類の部に入り, T.

B(irgin氏によるこの地域の三畳紀中期のEosg籾j0"""s

についての講演, A・Herzog氏のスイスの三畳紀中期

の"2z"""邸sについての講演,D.B.Dutheil氏のモロ

ッコの白亜紀のポリプテルス類Se""0"〃"職の講演が

あった．最後に，張弥曼氏のアジアの中生代魚類につ

いての総括的な講演があった．

その間，後藤はラブカの研究者であるFriedrichPiもil

氏に呼ばれてラブカの歯化石を見せてもらった.彼は，

私の講演したラブカの歯化石に大きな興味を示し，い

ろいろな意見をくれた． フンポルト大学のKriwet氏を

交えての討論は， 日本産のラブカの研究に非常に参考

になった．

その日の午後も,EJHilton氏とL.Grande氏による

ゾルンホーフェン産のジュラ紀の原始条鰭類Coco"is

についての誹演, E・Gozzi氏の三畳紀後期の原始条鰭

類saz"iCh"り1sの遊泳についての生体力学についての講

演, N.Bonde氏によるデンマークの白亜紀前期の魚類

化石相についての諦演, A･Blanco氏とE.Frey氏による

メキシコの白亜紀後期のイクチオデクテス類について

の講演,M.Gayet氏によるバラバラになった魚類化石

の重要性についての講演があった

3．サンジョルジオ山の三畳系とパイエルの家

4時30分からは，ホテルから南西に歩いて10数分の

Pmuz発掘地点に向かう. Furrel氏の講演で話された，

サンジョルジオ山を構成する三畳紀中期(Ladinian)

の層理の発達したメリデ石灰岩層(MerideLimeStone)

の露頭で，約2億3000万年前のsα"γic"ﾉ“やAγcﾉ！“0‐

sewzi"o"sなどの硬骨魚類,""e"s""sα"γ"s,C"esjo-

s“"'"sなどの偽竜類，異常に長い頚をもつTα"yS"0-

ｶﾙ"4sというプロトサウルス類，板歯類，魚竜類，槽

歯類などの爬虫類の化石が発見されたところである

(Furrer, 1995) . なお，サンジヨルジオ山の三畳紀脊椎

動物化石についてはBurgin〃αﾉ. (1989)および後藤

(2002）が，三畳紀魚類化石についてはTintori〃αﾉ．

(1990） とBurgin (1999)が紹介している．

つぎに， 「パイエルの家(Peye'･House)」という古

い廃屋に行く．そこで，まずバイエルの業績を讃えて，

その息子さんに，記念品を贈る．その息子さんが，参

加者名簿を見て，歯学部に所属している私に声をかけ

てくれた．

聞くと， 「私の父は歯の古生物学者(Dental

Palaeontologist)だった」 という．そう言えば，

'IComparativeOdontology'!を書いたパイエル(Bernhard

Peyer)は，スイスの三畳紀の爬虫類化石を研究した

古生物学者で，スイス人であったことを思いだした．

パイエルとは，チューリッヒ大学教授のBernhard

Peyer氏のことだったのだ．そしてその息子さんは，

歯科医のBarthasarPeyer氏だったのである

バイエルの著書IIComparativeOdontology'' (Peyer,

1968)こそ，私が歯の研究をはじめた1968年に出版さ

れた本で，たえず座右において参考にしてきた本であ

る．そして，私たちが共同執筆し出版した『歯の比較

解剖学』 （後藤・大泰司, 1986)は，バイエルの本の

日本版をつくろうとしたものであった． さらに，私は

昨年この本の普及版として絵本『歯のはなし．なんの

歯この歯』 （後藤・後藤, 2001)を出版している．

帰国後，あらためてBarthasar氏に『歯の比較解剖学』

5． メリデ化石博物館の偽竜類化石

夕方からは，車に乗ってホテルの南東3kmのメリデ

D地点(MerideD-Site) という場所に行く (B(irgin,

1999) .サンジョルジオ山の南斜面である．昨日とよ

く似た層理の発達した三畳紀中期(Ladinian)のメリ

デ石灰岩層(MerideLimestolle)の谷底の大きな露頭

であった(Furrer,1995) .

ここでは，主催者のTintori氏とその愛弟子の

Lombardo氏が詳しい説明をする彼女が水かさがま

している危険な時に，重要な魚類化石を発見し，頑張

って発掘したのだそうだ．

もう暗くなってから，近くのメリデという町にある

メリデ化石博物館に行く． ここで． ようやく夕食であ
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山頂の駅に着くと，そこはまさしくアルプスで，美

しい山々に囲まれた牧場が広がっている． この山はジ

ュラ紀前期(Toarcian)の石灰岩で構成されている．

駅から山道を30分ほど歩いた後，ロープをつたって

急な斜面を降り，更新世後期のホラアナグマ(Uks"s

s"""s)の骨格化石が発見されている洞窟に入る．

洞窟の奥には，ホラアナグマの1頭分の骨格の発掘現

場があった． 5万年前の堆積物で，マンモスやオオツ

ノジカ， ヒトと同じ時代に生息していたという．

山頂駅の食堂で夕食会が行なわれた．帰りの登山電

車に乗ったのは， もう暗くなってからだった．途中で

なぜか電車の照明が消えて，真っ暗ななかをゴトゴト

と下った．

る．地元の可愛い少女たちがギターの四重奏を聞かせ

てくれる．彼女たちの熱心な演奏ぶりに大きな拍手が

巻き起こった．

メリデ化石博物館(MuseodeiFossili,Mende)は小

さな博物館であるが， メリデ石灰岩層から産出する2

億3000万年前の三畳紀の爬虫類と魚類の化石が展示し

てあった． ここでは「トライアシック．パーク」と称

して恋c"0s"c〃〃sという槽歯類をシンボルにしていた

しかし,後藤はCE"siosα"池sという偽竜類に注目した．

Kuhn-Schnyder (1964)が報告した, 1頭の成体のま
わりに7頭の幼体が散らばっている化石である． この

化石については,Halstead (1984)を翻訳した時に図

で見て知っていたからである. Kuhn-Schnyderは，小

さい個体は別の種類N"s"cos"""sで，大きな個体が

小さな個体を捕食していたと考えた． これに対し，

Halsteadは，幼いワニにとっての最大の危険は自分の

親の食欲であるように，偽竜類の親がその子どもを捕

食していたのだろう，と述べている．しかし展示では，

Kuhn-Schnyderにしたがって，別種とされていた

7．北イタリアのベサーノ化石博物館

30日も，朝8時20分から講演がはじまった．午前中

は, A.Fillelll氏のカライワシ類の系統の講演, M.

Gayet氏によるボリビアの白亜紀後期のナマズ類

R""e"/eSの講演, B.Juekovsek氏によるスロベニアの

白亜紀後期の魚類化石についての講演,G.Arratia氏

の中生代の真骨類についての総括的講演があった．

コーヒーブレイクの後, G.Klappert氏とN.Michlich

氏によるドイツのメッセル産の始新世中期の魚類化石

についての講演, J.R.NurSaⅡ氏によるレバノンの白亜

紀後期の非常に変わった形をした魚類化石（上野輝彌

氏の標本）についての講演,MD.Gottfried氏のマダ

ガスカルの白亜紀後期の魚類化石の古生物地理学的意

義に関する講演がおこなわれた．

昼食後，バスで国境を越えて， イタリア北部のヴァ

レーゼ(Varese)の東，ベサーノ (Besano)の南にあ

るIndunoOlonaのインドゥノオロナ自然史博物館

(CivicoMuseolnsubricodiStoriaNaturale, Induno

OIona)に行く． この博物館は自然史全般の博物館で，

化石だけでなく，魚類・鳥類・哺乳類など現生生物に

関する展示もあった．

その後，途中までバスで行き，それからかなり歩い

て，ベサーノの東南東1kn,にあるCaideIFrateSiteとい

う露頭を見に行く．三畳紀(Ladinian-Camian)の層

理が発達した石灰岩の小さな露頭であったが，多くの

魚類化石が産出した場所である(Tintori""A, 19901

つぎに，ベサーノという町のベサーノ化石博物館

(MuseoCivicodeiFOssilidiBesano)に行く．ここは化

石だけの博物館で，恐竜・海生爬虫類・魚類化石の展

示がみごとであった(Burgin"", 1989) .

この地方の三畳紀中期の地層から産出した化石が素

晴しい、 さまざまな魚類，爬虫類では異常に頚の長い

Tα"J's"01""sというプロトサウルス類の化石，

Ceﾉ湾i0s“γ"sなどの偽竜類,Mixo""γ"sという魚竜類

6．ジェネロソ山のホラアナグマ化石

29日も，朝8時20分から講演がはじまった．午前中

はM.V.H.Wilson氏による北アメリカの中生代魚類に

関する総括的な講演があり，続いてS.L・Cumbaa氏と

J.D.Stewart氏の北アメリカの白亜紀後期の魚類相に

ついての講演, P.Forey氏のイギリスの白亜紀のチョ

ーク産のTo'"0g"""sについての講演, K.A

Gonzalez-Rodoriguez氏とS.P.Applegate氏によるメキシ

コの白亜紀のマクロセミウス類についての講演があっ

た．

コーヒーブレイクの後,FJ.Poyato-Ariza氏とS.

Wenz氏によるスペインの白亜紀前期のピクノドゥス

類M""'"esodo"についての講演, S.P.Applegate氏に

よるメキシコの白亜紀前期のピクノドゥス類の講演，

A・Lopez-Arbal･ello氏による南米の中生代魚類に関する

総括的な講演があった．

昼食後,EK.Sytchevskaya氏による北ユーラシアの

ジュラ紀の淡水魚についての講演があった．彼女は，

この外にポスターを2つ，つまり一人で3つの発表を

していた．続いて， もう一人の主催者であるG・

Arratia氏とTintori氏によるアルプス産の三畳紀後期の

フオリドフオルス類の講演, L.Cavin氏による白亜紀

のパキリゾドゥス類の講演, J.Liston氏のZ,"dSic伽吻'S

の骨学の講演がおこなわれた．

そして，午後4時30分からバスで，ルガノ湖の南東

にあるカポラゴ(Capolago) という町に行き，そこか

ら登山電車に乗って，ルガノ湖の東にあるジェネロソ

山(MonteGeneroso,標高1704m)に登った
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の化石が目立った．同じ三畳紀の魚竜類の産地という

ことで， 日本の宮城県歌津町と姉妹町であるという．

この博物館でワインを飲んだ後, Clivioのレストラン

で食事をした．バスでホテルに戻ったのは，深夜であ

った．
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8．最後の討論会

31日， ようやく最終日を迎えた．午前中8時20分か

ら9時15分まではポスター展示の時間で，山岸氏は

MaiSey氏やWard氏はじめ多くの研究者から有益な教

示をもらうことができた．

9時15分からは,M.Gayet氏とF.JMeuniel･氏のナ

マズ類の古生物学の講演,RZal･aglletaBagils氏による

エリミクチス（ニシン類）類の分類に関する講演, D.

Norf氏のピレーネの白亜紀後期の耳石についての講演

があった．

コーヒーブレイクの後, C.Poplin氏の原始条鰭類の

皮骨性蝶形骨に関する講演,FJMueniel･氏とP,M.

Brito氏による原始真骨類の鱗の古組織学的研究につ

いての講演, L.Grande氏の比較形態学における形態

的変異に関する概念に関する講演があった．

昼食後,DR.Bellwood氏の中生代魚類の機能形態

学に関する講演,W.W・Curless氏の化石と現生魚類の

機能形態学に関する講演があった．そして，最後に，

J.Nelson氏による現生魚類の系統の研究と化石魚類研

究に対する批判についての総括的講演があった．

午後3時30分からは，最後の討論会があり，次回の

第4回中生代魚類国際会議の開催地について，張氏か

ら「是非とも中国で開催したい」という提案があった

が, Poyato氏からマドリードで開催したいとの提案も

あり，今後検討することになった．

私たち日本人にとっては，中国は近くてよいが， ヨ

ーロッパの研究者にとっては中国は遠く，反対の意見

が多かった（案の定，帰国後のメール投票では，マド

リード開催への票の方が多く，次回は2005年にマドリ

ードで開催されることに決まった)．

最後の夕食は，車で近くのレスl､ランに連れて行か

れた．みんなこれで最後というので，飲むアルコール

の量も多くなり，かなり盛り上がった．

私は， イギリスの獣医でサメ化石の研究家である

DaVidWard氏とその家族とゆっくり話すことができ

た．最後は，みんな酔っぱらって，いろいろな人たち

と記念写真を搬った．

私にとっては2度目の中生代魚類国際会議であった

が,前回同様，日本産の魚類化石について研究発表し，

海外の多くの研究者と交流を深めることができ， また

サンジョルジオ山の三畳紀脊椎動物化石も見ることが

でき，思い出深い有意義な経験となった．
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図1第3回中生代魚類国際会議の成功を伝える'ITheCompleat
Mesoangler''8巻1-2号の表紙．

なお，第3回中生代魚類国際会議の概要は，中生代

魚類研究グループの連絡誌''TheCompleatMesoangler!'

Vol. 8,No.1-2に掲載されている（図1) . また，その

内容はIIMesozoicFishes3!! (VerlagDr.FriedrichPfeil,

M(inchen) として出版される予定である．
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